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３月定例会について

10人の議員が質問

審 議 議 案
一 般 質 問
子ども議会
議 会 日 誌

風に泳ぐこいのぼり
撮影者：フォト集団オリーブ　城 上 智 子

議会だより議会だより
小豆島町
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を目指して」

健康・福祉のまち

定住・交流のまち

教育・文化のまち

産業のまち

行財政改革の推進

介護保険施設改修支援
職員等への研修費補助費
子育て世代包括支援センター設置
介護予防リーダーの育成
健康ポイント事業

避難所の機能強化（イマージュセンター改修）
坂手港浮桟橋改良
内海庁舎跡駐輪場新設
ごみ分別ガイドブック作成配布
空き家巡回相談

図書館設備更新
星城小学校トイレ改修
生徒指導主事配置
子どもの夢応援プロジェクト
プログラミング教育推進

日本遺産推進
観光デジタルサイネージ（案内板）設置
オリーブ公園開園30周年
イノシシ等被害復旧支援
製氷冷蔵冷凍施設設置支援

公共施設のあり方の検討
組織体制の見直し
「人財」育成強化

8,300万円
922万円
412万円
72万円
59万円

5,798万円
3,650万円
198万円
105万円
50万円

2,260万円
810万円
270万円
200万円
67万円

1,240万円
750万円
393万円
250万円
97万円

9,374万円
200万円
110万円

令和２年度　主な事業・新規事業

96 億 5800 万円を 可決令和２年度
一般会計
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　３月定例会を３月４日から３月18日まで15日間の会期で開催しました。
　初日に、町長の施政方針の演説があり、「人が集い、元気なまちを目指して」５つの分野に予
算を編成していくことを表明しました。
　予算案件12件をはじめ、条例案件10件、契約案件２件、人事案件３件、その他案件２件が提
案されたほか、報告２件、発議２件、請願１件がありました。予算案件７件、条例案件２件と
請願１件は各常任委員会に付託し慎重に審査を行いました。全ての議案は原案通り可決となり、
請願については不採択となりました

歳出歳入
使用料
寄付金など
866（9％）

繰入金
640（7％）

地方交付税
  3,730（39％）

（単位：百万円、構成比：％、百万円未満は四捨五入）
※端数処理の関係上、数値が合わない場合がある

委員会として次の意見を付しました。
　・新型コロナウイルスの影響に十分配慮した予算の執行に努められたい。

町　債
1,059
（11％）

県支出金
679（7％）

地方消費税
地方譲与税など 403（4％）

町　税
1,497
（15％）

自主財源
　　　3,003

　　　　（31％）
依存財源
　6,655

　 　（69％）

総務費
1,274
（13％）

農林水産業費・消防費など 1,353（14％）

民生費
1,907
（20％）

公債費
1,329
（14％）

土木費
690（7％）

教育費
1,325
（14％）

教育費
1,325
（14％）

衛生費
1,780
（18％）

衛生費
1,780
（18％）

国庫支出金
784（8％）
国庫支出金
784（8％）

「人が集い、元気なまち

一
般
会
計
（
第
６
号
）

追
加
補
正
予
算
額

２
億
８
９
９
０
万
円

一
般
会
計
（
第
７
号
）

追
加
補
正
予
算
額

▲
８
１
４
８
万
円

　

事
業
の
精
算
に
よ
る
減

や
人
件
費
が
減
に
な
っ
た

一
方
、
基
金
積
立
金
の
増

等
に
よ
り
、
２
億
８
４
２

万
円
増
の
１
０
２
億
８
７

４
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
衛
生
費
）

ふ
る
さ
と
づ
く
り

　
　
　
　
　

基
金
積
立
金

２
億
９
２
２
２
万
円

　

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
整
備
に
か
か
る
交
付
金

に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

分
ま
で
が
一
括
交
付
さ
れ

た
た
め
、
令
和
２
年
度
事

業
分
以
降
の
金
額
を
基
金

に
積
み
立
て
ま
す
。

（
土
木
費
）

橋
梁
長
寿
命
化

９
６
９
万
円

　

国
の
交
付
金
追
加
内
示

に
伴
い
増
額
補
正
し
ま
し

た
。

国
民
健
康
保
険
事
業

　

特
別
会
計
（
第
２
号
）

　

７
９
６
５
万
円
増
の
20

億
７
３
４
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
要
因
は
療

養
給
付
費
が
増
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　

特
別
会
計
（
第
１
号
）

　

１
３
２
万
円
減
の
２
億

９
１
１
９
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
電
算
シ
ス
テ
ム
改

修
費
が
減
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
事
業

　

特
別
会
計
（
第
２
号
）

　

２
４
１
８
万
円
増
の
20

億
９
４
１
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
主
な
要
因
は
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が

増
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

補
正
予
算 審
議
し
た
主
な
議
案
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職
員
定
数
条
例

　

香
川
県
広
域
水
道
企
業

団
に
派
遣
し
て
い
る
職
員

に
つ
い
て
、
身
分
移
管
が

見
送
ら
れ
派
遣
継
続
と

な
っ
た
た
め
、
職
員
定
数

に
つ
い
て
改
正
し
ま
し
た
。

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に

　
　
　
　
　

関
す
る
条
例

　

国
の
法
令
整
備
に
伴
い

改
正
し
、
会
計
年
度
任
用

職
員
も
対
象
と
な
り
ま
し

た
。

町
税
条
例

　

固
定
資
産
税
の
前
納
報

奨
金
制
度
を
廃
止
す
る
改

正
を
行
い
ま
す
。
施
行
日

は
令
和
３
年
４
月
１
日
か

ら
で
す
。

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

分
担
金
徴
収
条
例

　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
の
分
担
金
に
つ
い
て
、

１
０
０
分
の
30
か
ら
１
０

０
分
の
５
へ
改
正
し
ま
し

た
。

道
路
占
用
料
徴
収
条
例

　

道
路
の
占
用
料
に
つ
い

て
、
看
板
や
旗
ざ
お
等
が

一
律
の
料
金
で
し
た
が
、

個
別
の
料
金
へ
改
正
し
ま

し
た
。

介
護
保
険
条
例

　

消
費
税
増
税
に
伴
い
、

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
改

正
し
ま
し
た
。
低
所
得
者

の
保
険
料
に
つ
い
て
、
更

な
る
軽
減
を
行
い
ま
す
。

介
護
保
険
施
設
事
業
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
　

後
述
の
地
方
自
治
法
第

１
８
０
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
る
小
豆
島
町
長
専
決

処
分
指
定
事
項
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
改
正
し
ま
し

た
。

人
権
擁
護
委
員

　

現
在
の
委
員
で
あ
る
八

木
さ
ゆ
み
氏
、
中
山
知
子

氏
の
任
期
が
令
和
２
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
２

氏
を
委
員
と
し
て
推
薦
す

る
こ
と
に
適
任
と
の
答
申

を
行
い
ま
し
た
。
任
期
は

３
年
で
す
。

◦
工
事
名

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

整
備　

造
成
工
事

◦
相
手
方

　

株
式
会
社　

竹
本
組

◦
契
約
金
額　９

４
９
３
万
円

　

最
終
処
分
場
の
造
成
工

事
を
行
い
ま
す
。

◦
工
事
名

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

整
備　

仮
設
道
路
工
事

◦
契
約
金
額　

変
更
前　

８
５
４
７
万
円

変
更
後　

６
５
９
５
万
円

Ｑ
減
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

Ａ
立
木
伐
採
に
か
か
る
経

費
が
大
幅
に
減
少
し
た
た

め
で
あ
る
。

瀬
戸
・
高
松
広
域
連
携
中

枢
都
市
圏
の
形
成
に
係
る

連
携
協
約

　

国
の
法
令
整
備
に
伴
い

改
正
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
に
つ
い

て
、
連
携
市
町
の
地
場
産

品
を
設
定
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

辺
地
総
合
整
備
計
画

　

新
た
に
追
加
さ
れ
た
計

画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

西
村
辺
地

消
防
団
可
搬
ポ
ン
プ
更
新

橋
梁
の
長
寿
命
化

池
田
辺
地

製
氷
冷
蔵
冷
凍
施
設
の
整
備

消
防
車
両
の
配
備

三
都
辺
地

町
道
神
浦
外
浜
奥
条
線
の

改
良

安
田
辺
地

橋
梁
の
長
寿
命
化

草
壁
辺
地

橋
梁
の
長
寿
命
化

議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

役
場
組
織
再
編
に
伴

い
、
各
常
任
委
員
会
の
所

管
に
つ
い
て
改
正
し
ま
し

た
。

地
方
自
治
法
第
１
８
０
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
小

豆
島
町
長
専
決
処
分
指
定

事
項
の
一
部
改
正

　

損
害
賠
償
額
１
０
０
万

円
以
下
及
び
賠
償
責
任
保

険
の
損
害
賠
償
額
範
囲
内

に
つ
い
て
は
、
町
長
が
専

決
処
分
を
行
え
る
よ
う
に

改
正
し
ま
し
た
。

日
本
政
府
に
「
核
兵
器
禁

止
条
約
の
調
印
・
批
准
を

す
る
こ
と
を
求
め
る
」
意

見
書
採
択
を
求
め
る
請
願

提
出
者

香
川
県
原
爆
被
害
者
の
会

　
　

会
長　

好
井　

敏
彦

原
水
爆
禁
止
香
川
県
協
議
会

　
　

筆
頭
代
表
理
事

　
　
　
　
　

松
永　
　

始

紹
介
議
員　

鍋
谷
真
由
美

　

審
議
を
し
た
結
果
、
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

森
口
議
員
が
、
議

員
と
し
て
議
会
の
運

営
及
び
地
域
の
振
興

発
展
に
貢
献
し
た
と

し
て
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
よ
り
自
治

功
労
者
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

森口　久士議員

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

条
例
の
改
正

そ
の
他

契
約
の
変
更

工
事
請
負
契
約

発　

議

請　

願

人
事
案
件

急傾斜地崩壊対策事業
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一
般
質
問

答
弁　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
う

た
コ
ン
」
で
水
森
か
お
り

さ
ん
が
小
豆
島
の
自
然
の

映
像
を
バ
ッ
ク
に
歌
う
姿

を
見
て
小
豆
島
へ
の
思
い

を
強
く
感
じ
た
。
小
豆
島

観
光
協
会
と
歩
調
を
合
わ

せ
て
全
面
的
に
応
援
す
る
。

も
極
端
に
減
っ
て
い
る
。

　

町
が
関
与
す
る
行
事
は

今
後
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
目
に
見
え

な
い
脅
威
と
の
闘
い
で
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
だ
。

２
月
25
日
に
国
の
基
本
方

針
が
示
さ
れ
、
26
日
に
は

町
長
を
本
部
長
と
す
る
対

策
本
部
を
設
置
し
全
職
員

に
周
知
し
た
。
多
数
が
参

加
す
る
町
主
催
の
集
会
等

は
中
止
か
延
期
す
る
こ
と

に
し
、
全
職
員
が
情
報
の

共
有
を
図
り
、
町
長
の
指

導
の
も
と
ス
ピ
ー
ド
感
の

あ
る
迅
速
で
適
切
な
対
応

を
行
う
。

「瀬戸内小豆島」イメージ

質
問　

デ
ビ
ュ
ー
25
周
年

記
念
曲
と
し
て
新
曲
を
発

売
し
た
。
歌
詞
の
１
番
２

番
３
番
に
「
小
豆
島
」
が

歌
わ
れ
て
い
る
。
作
曲
は

ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
弦
哲

也
氏
で
、
テ
レ
ビ
で
放
送

さ
れ
る
た
び
に
小
豆
島
が

日
本
中
に
宣
伝
さ
れ
る
千

載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
。

質
問　

中
国
か
ら
広
が
っ

た
感
染
症
は
今
や
世
界
中

に
広
が
っ
て
い
る
。
人
の

集
う
イ
ベ
ン
ト
や
催
し
物

は
各
地
で
中
止
や
延
期
と

な
り
、
小
豆
島
へ
の
観
光

客
は
日
本
人
、
外
国
人
と 浜口　　勇議員

３
月
定
例
会
一
般
質
問

浜口　　勇（５Ｐ）
●水森かおりさんの新曲「瀬戸内小豆島」
　の応援を
●新型コロナウイルス拡散防止に向けての
　対応は

大下　　淳（６Ｐ）
●水田農業に支援を
●情報発信力の強化を

藤井　孝博（６Ｐ）
●安心・安全な町づくりのため「防犯カメラ
　設置」の推奨を

中松　和彦（８Ｐ）
●子どもたちにＵターンを望むならば

柴田　初子（７Ｐ）
●乳がんの自己検診用グローブの配布を

大川　新也（７Ｐ）
●ふるさと納税の有効活用は
●危機管理体制の強化とは

森口　久士（８Ｐ）
●関係人口に関して
●ドライブレコーダーを公用車に設置しては

森　　　崇（10Ｐ）
●小学校のトイレの改善は
●瀬戸内海の栄養不足は
●働き方改革と教職員労働の改善は

鍋谷真由美（11Ｐ）
●学校休業は柔軟な対応を
●教職員の変形労働時間制は導入すべきでない
●国保税の資産割の廃止を

安井　信之（９Ｐ）
●情報弱者に対する施策は
●特別支援学校開校までの障害者教育は
●商工会のポイント制度と自治体ポイント
　の共用を

水
森
か
お
り
さ
ん
の
新
曲

　
「
瀬
戸
内
小
豆
島
」
の
応
援
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

拡
散
防
止
に
向
け
て
の
対
応
は

町
「
小
豆
島
観
光
協
会
と
歩
調
を

　
　
　

合
わ
せ
て
全
面
的
に
応
援
す
る
」

町
「
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
迅
速
で

　
　
　
　
　
　
　

適
切
な
対
応
を
行
う
」
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一
般
質
問

質
問　

水
田
農
業
は
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
と
と
も

に
安
い
米
価
や
鳥
獣
被
害

な
ど
の
理
由
で
耕
作
放
棄

地
が
増
え
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
荒
ら
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
の
思
い
か

ら
耕
作
を
続
け
る
人
が
い

る
が
、
多
く
が
高
齢
者
で　

５
年
先
が
見
通
せ
な
い
状

況
に
あ
る
。

　

水
田
に
は
水
や
土
砂
を

受
け
止
め
る
な
ど
自
然
を

守
る
機
能
が
あ
る
。

　

町
内
に
あ
る
水
田
地
帯

を
守
る
た
め
に
、
地
域
や

組
織
農
業
者
に
支
援
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

町
内
の
農
業
は
、

担
い
手
不
足
や
耕
作
放
棄

地
の
増
加
な
ど
で
深
刻
な

状
況
に
あ
り
、
し
っ
か
り

と
し
た
見
通
し
を
立
て
る

こ
と
が
本
町
の
農
業
の
明

る
い
未
来
に
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
元
と
な
る
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化

に
向
け
、
地
域
の
話
し
合

い
に
基
づ
い
た
将
来
方
針

を
作
成
し
、
水
田
農
業
な

ど
地
域
の
実
情
に
合
っ
た

支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。

再
質
問　

地
域
で
そ
れ
ぞ

れ
実
情
が
あ
る
が
、
何
が

課
題
で
あ
っ
て
何
が
出
来

る
か
と
い
う
こ
と
を
、
地

域
と
話
し
あ
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
水
田

の
維
持
や
次
の
世
代
へ
の

伝
承
が
う
ま
く
い
く
よ
う

Ｊ
Ａ
や
普
及
セ
ン
タ
ー
な

ど
と
協
力
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
が
。

答
弁　

各
種
の
補
助
事
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
関

係
団
体
と
も
連
携
し
て
地

域
と
の
話
し
合
い
の
場
を

持
ち
、
今
後
の
農
地
利
用

を
担
う
中
心
経
営
体
に
関

す
る
方
針
を
決
定
し
て
ま

い
り
た
い
。

水
田
農
業
に
支
援
を

町
「
実
情
に
合
っ
た

　
　
　
　
　

支
援
を
行
い
た
い
」

大下　　淳議員水田の維持を

質
問　

①
本
町
は
、
急
激

に
加
速
す
る
高
齢
化
や
人

口
減
少
の
一
方
、
国
内
外

の
観
光
ブ
ー
ム
に
よ
り
交

流
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
町
民
を
取
り
巻
く
生

活
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。

　

し
か
し
、町
民
が
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
対
策
と

し
て
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

状
況
は
、
各
港
と
自
治
会

管
理
の
６
カ
所
で
犯
罪
防

止
策
と
し
て
は
少
な
い
。

　

最
近
、
多
発
し
て
い
る

事
件
や
事
故
現
場
で
の
防

犯
カ
メ
ラ
の
活
用
は
多
様

化
し
て
お
り
、
防
犯
対
策

の
一
環
と
し
て
必
要
で
あ

る
。

　

な
お
、
県
で
は
、
犯
罪

の
な
い
町
づ
く
り
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
関
し

補
助
金
の
交
付
を
行
っ
て

い
る
。

　

そ
こ
で
、本
町
の
安
心
・

安
全
な
町
づ
く
り
の
た
め

に
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の

推
奨
は
。

②
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た

め
、
教
育
現
場
周
辺
の
事

件
・
事
故
等
の
管
理
体
制

と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

の
考
え
は
。

答
弁　

①
本
町
に
お
い
て

も
、
安
心
・
安
全
な
町
づ

く
り
、
地
域
防
犯
力
の
強

化
、
迅
速
な
事
件
・
事
故

解
決
に
資
す
る
観
点
か
ら

も
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

推
進
す
る
。

　

そ
こ
で
、
令
和
２
年
度

か
ら
現
在
行
っ
て
い
る
自

治
会
集
会
所
整
備
事
業
補

助
金
の
備
品
購
入
項
目
に

新
た
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
追

加
し
て
、
各
地
区
の
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
数
の
増
加
に

努
め
る
。

②
通
学
路
を
含
め
た
教
育

現
場
に
お
い
て
、
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
々
、
ま
た
警

察
署
の
協
力
を
得
な
が
ら

防
犯
対
策
の
徹
底
に
努
め

て
い
る
。
今
後
、
防
犯
カ

メ
ラ
は
犯
罪
を
抑
止
す
る

手
段
と
し
て
有
効
と
考

え
、
中
学
校
の
録
画
機
能

見
直
し
、
ま
た
各
小
学
校

の
設
置
を
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り
の
た
め

　
　
「
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
」
の
推
奨
を

町
「
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、

　
　
　
　
　
　

設
置
数
の
増
加
に
努
め
る
」

自治会設置の
防犯カメラ

藤井　孝博議員

（
他
の
質
問
事
項
）

　
「
情
報
発
信
力
の
強
化
を
」
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質
問　

19
年
度
当
町
へ
の

ふ
る
さ
と
納
税
額
は

１
億
６
８
０
０
万
円
で
過

去
最
高
と
発
表
さ
れ
た
。

　

施
政
方
針
に
は
「
今
後

頂
い
た
寄
付
金
の
活
用
事

例
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
」
と
あ
る
が
、
納
税

者
の
意
向
に
沿
っ
た
活
用

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

18
年
度
１
億
１
５
１
５

万
円
を
例
に
詳
細
を
。

①
実
質
活
用
で
き
る
額
は
。

②
意
向
に
沿
っ
た
活
用
か
。

③
次
年
度
で
全
て
が
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
。

④
今
ま
で
寄
付
者
へ
使
途

周
知
は
、
ま
た
今
後
寄
付

者
へ
の
対
応
は
。

答
弁　

①
返
礼
品
等
経
費

を
除
き
６
３
０
０
万
円

②
寄
付
者
の
意
向
に
沿
い

健
康
・
福
祉　
４
２
１
万
円

教
育
・
文
化
２
４
６
９
万
円

生
活
・
環
境　
５
１
５
万
円

観
光
・
産
業
２
８
１
７
万
円

自
治
・
自
立　
３
３
８
万
円

合
計
で
６
５
６
１
万
円
次

年
度
予
算
に
計
上
し
た
。

③
寄
付
額
は
全
て
活
用
。

質
問　

令
和
２
年
度
５
月

の
組
織
再
編
に
伴
い「
危
機

管
理
室
を
設
置
し
、
危
機
管

理
体
制
の
強
化
」
と
あ
る
。

①
危
機
管
理
室
の
詳
細
は
。

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
新
設
置
詳
細
を
。

③
町
消
防
団
へ
の
職
員
の

加
入
者
数
は
。

④
役
場
緊
急
隊
の
編
成
は
。

答
弁　

①
あ
ら
ゆ
る
災
害

か
ら
町
民
の
生
命
、
人
体

及
び
財
産
を
保
護
す
る
た

め
、
迅
速
か
つ
的
確
な
行

④
十
分
な
周
知
は
出
来
て

い
な
か
っ
た
。
今
後
使
途

を
幅
広
く
紹
介
し
、
継
続

し
た
寄
付
に
繋
が
る
よ
う

努
め
る
。

動
が
求
め
ら
れ
る
。

　

特
に
防
災
・
減
災
対
策

は
喫
緊
の
最
重
要
課
題
と

位
置
付
け
、
対
策
を
講
じ

る
必
要
性
か
ら
設
置
し
た
。

②
昨
年
消
防
分
団
設
置

後
、
公
民
館
、
コ
ン
ビ
ニ

等
よ
り
要
望
が
あ
り
、
19

カ
所
新
設
す
る
。

③
現
在
53
人
加
入
。

④
役
場
分
団
と
し
て
の
編

成
は
不
可
能
で
は
な
い

が
、
各
分
団
の
運
営
が
難

し
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

乳
が
ん
の
自
己
検
診
用

　
　
　
　

グ
ロ
ー
ブ
の
配
布
を

町
「
ま
ず
啓
発
用
グ
ッ
ズ
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

活
用
し
て
い
く
」

乳がん自己検診用グローブ

ふ
る
さ
と
納
税
の
有
効
活
用
は

危
機
管
理
体
制
の
強
化
と
は

町
「
今
後
使
途
を
幅
広
く

　
　
　
　

紹
介
し
て
継
続
寄
付
に
」

町
「
防
災
・
減
災
対
策
は
喫
緊
の
最
重
要
課
題
」

か
、
効
果
を
見
て
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

本
町
の
乳
が
ん
検
診

は
、
30
歳
代
の
人
は
超
音

波
検
査
、
40
歳
以
上
は
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
と

な
っ
て
お
り
、
受
診
者
の

状
況
は
年
間
約
５
５
０

人
、
受
診
率
は
28
％
で
推

移
し
て
い
る
。

　

全
国
平
均
よ
り
10
ポ
イ

ン
ト
ほ
ど
高
い
値
と
な
っ

て
お
り
、
町
が
実
施
す
る

が
ん
検
診
の
中
で
も
一
番

受
診
率
が
高
い
。

　

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間
で

あ
る
10
月
に
は
、
香
川
県

と
共
催
で
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
サ
ン
デ
ー
と
称
し

て
、
休
日
検
診
を
実
施
し

て
い
る
。

質
問　

乳
が
ん
は
、
唯
一

自
分
で
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
乳
が
ん
グ
ロ
ー

ブ
は
、
素
手
で
は
わ
か
り

に
く
い
小
さ
な
し
こ
り
と

か
を
早
く
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

小
豆
島
町
に
お
い
て

も
、
女
性
の
か
け
が
え
の

な
い
命
を
守
る
た
め
に
、

乳
が
ん
自
己
検
診
用
グ

ロ
ー
ブ
を
配
布
す
る
考
え

は
。
併
せ
て
、
小
豆
島
町

に
お
け
る
乳
が
ん
検
診
の

現
状
と
、
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

月
間
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

令
和
２
年
度
は
、

ま
ず
は
啓
発
用
グ
ッ
ズ
と

し
て
切
れ
目
の
年
代
の

方
、
年
間
を
通
じ
て
受
診

し
た
方
に
。
余
っ
た
場
合

は
年
度
末
に
希
望
者
に
配

布
し
、
今
後
の
受
診
率
の

向
上
に
つ
な
が
る
か
ど
う 柴田　初子議員

大川　新也議員
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質
問　

２
０
２
０
年
度
か

ら
５
年
間
の
地
方
創
生
の

方
針
と
な
る
第
２
期
地
方

版
総
合
戦
略
が
始
ま
る
。

柱
は
、
関
係
人
口
の
創
出
、

拡
大
だ
。
取
り
組
み
は
。

答
弁　

平
成
20
年
10
月
に

ふ
る
さ
と
応
援
団
と
し

て
、
設
立
し
た
ク
ラ
ブ
オ

リ
ー
ブ
の
展
開
が
先
駆
的

な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

第
２
期
の
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
と
総
合
戦
略
の
基
本
施

策
の
中
で
、
関
係
人
口
の

増
加
を
確
実
に
盛
り
込
み
、

国
の
補
助
制
度
を
十
分
に

研
究
し
て
い
く
。

　

将
来
的
に
は
、
農
業
を

は
じ
め
地
域
産
業
の
担
い

手
の
確
保
に
つ
な
げ
た
い
。

　

瀬
戸
芸
も
関
係
人
口
の

質
問　

職
員
の
安
全
運
転

意
識
の
向
上
や
事
故
の
責

任
の
明
確
化
、
事
故
処
理

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

　

ま
た
、
事
故
や
犯
罪
に

遭
遇
し
た
場
合
に
は
情
報

提
供
で
き
、
地
域
の
防
犯

に
も
役
立
つ
の
で
は
。

構
築
に
成
果
を
上
げ
、
何

度
も
訪
れ
る
う
ち
に
関
係

へ
と
つ
な
が
り
、
移
住
・

定
住
へ
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

人
口
減
少
を
少
し
で
も

緩
や
か
に
す
る
た
め
に

は
、
交
流
人
口
・
関
係
人

口
・
定
住
人
口
の
増
加
に

向
け
、
フ
ル
セ
ッ
ト
で
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

答
弁　

設
置
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

　

新
車
の
購
入
時
に
は
取

り
付
け
、
ま
た
新
し
く
頻

度
の
高
い
も
の
か
ら
随
時

設
置
し
、
今
後
、
全
車
設

置
を
目
指
す
。

子
ど
も
た
ち
に
Ｕ
タ
ー
ン
を

　
　
　
　
　
　
　

望
む
な
ら
ば

町
「
地
場
産
業
の
魅
力
づ
く
り
な
ど
、

　
　
　

さ
ら
に
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
」

関
係
人
口
に
関
し
て

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

　
　
　

公
用
車
に
設
置
し
て
は

町
「
関
係
人
口
の
増
加
を
盛
り
込
み
、

　
　
　
　

国
の
補
助
制
度
を
研
究
し
て
い
く
」

町
「
今
後
、
全
車
設
置
を
目
指
す
」

答
弁　

学
習
指
導
要
領
に

沿
っ
て
、
小
・
中
学
校
の

社
会
や
音
楽
の
時
間
に
国

歌
の
意
義
に
つ
い
て
授
業

を
行
い
、
入
学
・
卒
業
式

で
は
必
ず
歌
っ
て
い
る
。

　

歌
わ
な
い
若
者
も
い
る

が
、
他
方
歌
っ
て
い
る
若

者
も
多
数
い
る
。
ま
た
、

歌
わ
な
い
こ
と
と
、
故
郷

や
両
親
へ
の
考
え
方
は
一

致
す
る
も
の
で
も
な
い
。

　

若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
増

や
す
た
め
、
従
来
か
ら
の

ふ
る
さ
と
教
育
と
と
も
に
、

子
育
ち
応
援
、
地
場
産
業

の
魅
力
づ
く
り
な
ど
、
さ

ら
に
情
報
発
信
を
し
て
い

き
た
い
。

質
問　

本
年
も
、
１
月
12

日
に
成
人
式
が
開
催
さ
れ

た
。
保
護
者
を
は
じ
め
多

く
の
参
加
者
の
下
、
大
変

意
義
深
い
式
典
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
こ
の
式
典
に
お

い
て
、
国
歌
斉
唱
の
時
に
、

全
く
国
歌
を
歌
わ
な
い
新

成
人
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
、

非
常
に
残
念
で
あ
っ
た
。

　

彼
ら
は
、
国
歌
と
は
学

校
の
式
典
で
歌
う
も
の
と

し
て
の
み
理
解
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

国
歌
さ
え
歌
え
ぬ
若
者

が
、
ど
う
し
て
故
郷
の
父

母
た
ち
に
思
い
を
は
せ
る

こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

　

教
育
現
場
で
は
、
ど
の

よ
う
に
子
ど
も
た
ち
に
理

解
を
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。

森口　久士議員

中松　和彦議員

過去７年間のＵターン者数の推移

関係人口とは
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地域ポイントと一体となったカード

既に配布されている
高松市チラシ

実
に
町
内
の
商
店
で
消
費

さ
れ
る
。

　

指
摘
の
島
外
へ
の
ポ
イ

ン
ト
移
行
が
ほ
と
ん
ど
な

い
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
、
昨
年
10
月
か
ら
の
運

用
で
５
カ
月
間
の
実
績
し

か
な
い
た
め
、
現
時
点
で

の
検
証
は
難
し
く
、
現
在

の
商
品
券
事
業
の
方
が
有

効
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
の
動
き
に
注
視
し
、

町
の
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
幅
広
い

策
定
す
る
。
今
後
の
施
策

に
つ
い
て
は
、
広
く
意
見

を
聞
き
な
が
ら
一
層
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

中
学
校
か
ら
香
川
県
中

部
養
護
学
校
等
の
特
別
支

援
学
校
に
進
学
す
る
こ
と

が
選
択
肢
と
な
る
場
合
に

は
、
１
学
期
の
段
階
か
ら

月
１
回
程
度
、
教
頭
や
担

任
が
保
護
者
と
の
進
路
面

談
を
行
い
、
将
来
的
な
高

校
進
学
も
見
据
え
て
、
丁

寧
な
説
明
を
行
っ
て
い

る
。
毎
年
10
月
に
開
催
す

る
教
育
支
援
委
員
会
に
お

い
て
、
障
害
の
状
態
や
学

校
で
の
状
況
、
医
師
や
臨

床
心
理
士
の
意
見
を
踏
ま

え
、
本
人
の
就
学
先
で
あ

る
学
び
の
場
が
、
通
常
学

級
、
通
級
、
特
別
支
援
学

級
、
特
別
支
援
学
校
の
い

ず
れ
か
に
相
当
す
る
か
を

総
合
的
に
判
定
し
て
い
る
。

　

特
別
支
援
学
校
の
判
定

に
な
っ
た
場
合
で
も
、
中

学
校
の
特
別
支
援
学
級
に

進
学
す
る
こ
と
も
可
能
な

の
で
、
最
終
的
に
は
保
護

者
に
判
断
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。

　

進
学
先
が
香
川
県
中
部

養
護
学
校
等
の
特
別
支
援

学
校
に
な
る
場
合
に
は
、

具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て

は
、
直
接
、
特
別
支
援
学

校
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
る
。

視
点
で
検
討
し
て
い
く
。

商
工
会
の
ポ
イ
ン
ト
制
度
と

　

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
共
用
を

特
別
支
援
学
校
開
校
ま
で
の
障
害
者
教
育
は

町
「
幅
広
い
視
点
で
検
討
し
て
い
く
」

町
「
広
く
意
見
を
聞
き
な
が
ら

　
　
　

一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
」

質
問　

商
工
会
の
ポ
イ
ン

ト
制
度
と
自
治
体
ポ
イ
ン

ト
を
共
用
し
、
幅
広
い
ポ

イ
ン
ト
事
業
で
町
を
元
気

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

共
用
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
確
か
に
利
用

質
問　

特
別
支
援
学
校
開

校
ま
で
の
障
害
者
教
育
に

つ
い
て
は
事
前
に
調
整
を

教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と

が
義
務
教
育
で
は
求
め
ら

れ
る
。

　

障
害
者
福
祉
施
策
を
ど

う
行
お
う
と
考
え
て
い
る

の
か
。

答
弁　

障
害
者
施
策
に
つ

い
て
は
、
施
政
方
針
の
と

お
り
、
障
害
の
有
無
に
か

者
の
利
便
性
が
向
上
し
、

町
内
消
費
拡
大
に
つ
な
が

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
商
工
会
の
ポ

イ
ン
ト
制
度
は
、
ポ
イ
ン

ト
流
出
の
可
能
性
が
あ

る
。
商
品
券
事
業
は
、
町

内
の
み
使
用
可
能
で
、
確

か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
、
ぬ
く
も
り
と
希
望
の

島
づ
く
り
を
目
指
し
、
ま

な
ぶ
場
、
く
ら
す
場
、
は

た
ら
く
場
、
そ
れ
に
、
ふ

れ
あ
う
場
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
に
、

令
和
３
年
度
か
ら
３
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
障
害

者
計
画
、
障
害
福
祉
計
画

及
び
障
害
児
福
祉
計
画
を

質
問　

ポ
イ
ン
ト
付
与
が

あ
る
う
ち
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
申
請
を
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
し
て
情
報

発
信
に
努
め
る
べ
き
だ
。

　

情
報
が
入
っ
た
時
点
で

対
応
す
べ
き
問
題
だ
。
時

期
が
遅
過
ぎ
る
の
で
な
い

か
。

答
弁　

国
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
さ
ら

に
進
め
て
い
く
た
め
に
、

ポ
イ
ン
ト
の
付
与
、
い
わ

ゆ
る
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
付
与

に
よ
る
消
費
活

性
化
策
と
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
健
康

保
険
証
と
し
て

利
用
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
を
掲
げ
て
い
る
。

　

こ
の
２
点
に
つ
い
て
は
、

い
ま
だ
未
確
定
な
部
分
も

多
い
こ
と
か
ら
、
現
段
階

で
は
、
住
民
の
皆
様
へ
十

分
な
情
報
提
供
は
で
き
て

い
な
い
が
、
今
後
、
国
の

動
き
に
応
じ
て
遅
滞
な
く

情
報
提
供
し
て
い
く
。

　

現
在
、
町
で
は
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
の
設
定
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
た
だ
、
調

査
の
段
階
で
６
月
に
回
答

し
た
が
、
早
目
の
対
応
は

実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
は

本
当
に
短
い
の
で
、
十
分

に
ご
説
明
、
情
報
提
供
す

る
こ
と
で
、
情
報
収
集
に

努
め
、
早
目
な
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

情
報
弱
者
に
対
す
る
施
策
は

町
「
情
報
収
集
に
努
め
、

　
　
　

早
目
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
」

安井　信之議員
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イ
ン
が
導
入
さ
れ
る
。
改

革
の
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ

で
、
先
生
た
ち
の
声
は
ど

う
や
っ
て
聴
く
の
か
。

答
弁　

学
校
現
場
に
よ
る

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に

向
け
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
人
を

増
や
す
か
、
業
務
量
を
減

ら
す
し
か
な
く
、
町
費
に

よ
る
支
援
員
や
指
導
員
な

答
弁　

以
前
は
水
質
汚
濁

が
進
み
瀕ひ

ん

死し

の
海
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
悪
化
し
て
い

た
。
様
々
な
法
律
規
制
に

よ
り
改
善
が
進
ん
だ
。
し

か
し
、
近
年
は
深
刻
な
状

態
に
な
っ
て
い
る
。

　

過
去
も
答
弁
し
た
が
小

豆
島
町
だ
け
で
は
限
界
が

あ
る
。

　

県
を
は
じ
め
関
係
機
関

の
動
向
を
注
視
し
、
町
と

し
て
も
海
洋
ゴ
ミ
回
収
事

業
、
カ
ワ
ウ
食
害
対
策
事

業
の
実
施
、
さ
ら
に
漁
協

の
種
苗
放
流
の
補
助
も

行
っ
て
い
る
。
小
豆
島
漁

業
振
興
協
議
会
と
も
協
議

検
討
す
る
。

ど
の
配
置
と
、
ノ
ー
残
業

デ
ー
設
定
・
留
守
番
電
話

の
導
入
・
行
事
の
見
直
し

で
、
超
過
勤
務
の
減
少
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

長
時
間
労
働
の
短
縮
、
ま

た
現
場
の
教
職
員
か
ら
校

長
と
管
理
職
が
業
務
改
善

等
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き

月
例
で
報
告
を
受
け
て
い

る
。
さ
ら
な
る
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
。

働
き
方
改
革
と
教
職
員
労
働
の
改
善
は

瀬
戸
内
海
の
栄
養
不
足
は

町「
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
」

町
「
県
を
は
じ
め
、各
専
門
分
野
に

　
　
　
　
　
　
　

働
き
か
け
を
し
た
い
」

質
問　

昭
和
54
年
ご
ろ
、

世
界
か
ら
週
休
２
日
制
が

流
れ
て
き
た
。
月
に
４
日

だ
っ
た
休
み
が
８
日
に

な
っ
た
が
経
営
者
は
「
休

ん
で
も
よ
い
が
賃
金
は
出

せ
な
い
」
と
主
張
、
改
善

に
10
年
か
か
っ
た
。
私
の

質
問　

先
日
の
四
国
新
聞

に
「
瀬
戸
内
海
の
栄
養
不

足
で
不
漁
」
と
記
載
さ
れ
、

兵
庫
県
の
水
産
技
術
セ
ン

タ
ー
が
「
栄
養
塩
と
呼
ば

れ
る
海
中
の
窒
素
や
リ
ン

の
減
少
が
主
な
原
因
だ
」

と
掲
載
さ
れ
た
。

　

海
水
の
栄
養
不
足
で
あ

り
「
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
減
少

が
原
因
と
推
測
さ
れ
、
20

年
前
の
栄
養
塩
レ
ベ
ル
を

知
っ
て
い
た
企
業
の
労
働

者
は
ほ
と
ん
ど
寝
ず
に
働

き
続
け
定
年
に
な
っ
た
ら

亡
く
な
っ
て
い
た
。
教
職

員
も
人
間
だ
。
こ
の
４
月

か
ら
は
教
員
も
時
間
外
労

働
、
上
限
45
時
間
、
年

３
６
０
時
間
の
ガ
イ
ド
ラ

維
持
で
き
れ
ば
イ
カ
ナ
ゴ

の
漁
獲
量
が
現
在
の
２
倍

に
な
る
」
と
主
張
し
て
い

る
。
兵
庫
県
は
瀬
戸
内
海

環
境
保
全
特
別
措
置
法
改

正
に
向
け
て
国
と
協
議
す

る
そ
う
だ
。
小
豆
島
町
も

一
緒
に
な
っ
て
行
動
す
る

チ
ャ
ン
ス
が
来
た
と
思
う
。

　

私
も
兵
庫
県
に
問
い
合

わ
せ
す
る
が
町
の
考
え
は
。

質
問　

文
部
科
学
省
平
成

28
年
の
デ
ー
タ
で
は
全
国

の
公
立
小
・
中
学
校
の
校

舎
、
体
育
館
、
武
道
館
な

ど
の
ト
イ
レ
は
「
１
４
０

万
基
あ
り
内
、
洋
式
が

61
万
基
（
43
．３
％
）、
和

式
が
79
万
基（
56
．７
％
）」

と
の
こ
と
だ
。
最
近
の
生

徒
は
洋
式
ト
イ
レ
の
前
に

並
ぶ
実
態
と
聞
く
の
で
早

期
に
改
善
す
べ
き
と
思
う

が
。

答
弁　

中
学
校
は
１
カ
所

に
和
式
ト
イ
レ
１
基
で
他

は
、
す
べ
て
洋
式
で
あ
る
。

一
方
、
小
学
校
は
逆
に
１

カ
所
に
洋
式
１
基
で
他
は

和
式
で
あ
る
。
老
朽
化
も

進
ん
で
お
り
、
小
学
校
の

ト
イ
レ
改
修
は
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
４
小
学
校
で

洋
式
39
基
、
和
式
79
基
で

あ
る
。

　

苗
羽
小
学
校
の
１
階
ト

イ
レ
は
男
女
と
も
和
式
１

基
で
、
あ
と
は
す
べ
て
洋

式
に
改
修
し
た
。
今
年
は

星
城
小
学
校
の
改
修
に
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。
低

学
年
が
利
用
す
る
ト
イ
レ

を
優
先
的
に
、
老
朽
化
し

て
い
る
学
校
か
ら
順
次
取

り
組
ん
で
い
く
。

小
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
善
は

町
「
老
朽
化
し
て
い
る
学
校

　
　
　

か
ら
順
次
取
り
組
ん
で
い
く
」

森　　　崇議員

改修された苗羽小学校のトイレ

瀬戸内海を豊かな海へ
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質
問　

安
倍
首
相
が
専
門

家
の
意
見
も
聞
か
ず
突
如

表
明
し
た
一
律
休
校
は
、

子
ど
も
、
親
、
学
校
や
学

童
保
育
の
現
場
に
過
大
な

負
担
を
強
い
て
い
る
。
萩

生
田
文
科
相
は
「
自
治
体

の
判
断
を
尊
重
」
と
し
、

一
律
休
校
要
請
は
事
実
上

破
綻
し
て
い
る
。
休
校
を

や
め
る
、
登
校
日
を
設
け

る
な
ど
、
柔
軟
な
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

子
ど
も
の
教
育
権
が
奪

わ
れ
る
こ
と
、
自
宅
待
機

が
困
難
な
子
ど
も
の
居
場

所
確
保
、
給
食
が
貴
重
な

栄
養
補
給
源
に
な
っ
て
い

る
子
ど
も
へ
の
援
助
な

ど
、
町
民
の
困
難
な
実
態

を
十
分
に
つ
か
ん
で
対
応

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

答
弁　

児
童
・
生
徒
の
安

全
を
第
一
に
考
え
、
政
府

方
針
な
ど
を
踏
ま
え
、
継

続
し
て
対
応
す
る
。
安
田
、

苗
羽
小
も
利
用
し
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
弁
当
持

参
で
再
開
す
る
。
児
童
・

生
徒
に
学
習
課
題
を
課
し

て
、
各
担
任
に
週
に
１
、

２
回
程
度
、
家
庭
訪
問
で
、

健
康
状
態
、
学
習
の
状
況

を
把
握
す
る
。
就
学

援
助
を
受
け
て
い
る

約
１
１
０
人
の
方
は
、

臨
時
休
業
中
は
給
食

費
の
援
助
は
な
い
。

学
校
休
業
は
柔
軟
な
対
応
を

町
「
継
続
し
て
休
業
す
る
」

鍋谷真由美議員

働
条
件
の
不
利
益
変
更

だ
。
こ
の
制
度
の
導
入
で

教
員
の
長
時
間
労
働
の
是

正
は
で
き
ず
、
導
入
す
べ

き
で
な
い
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　

教
職
員
を
増
や
し
、
業

務
の
削
減
を
す
る
こ
と

が
、
異
常
な
長
時
間
労
働

の
是
正
に
な
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

質
問　

強
い
反
対
の
声
を

押
し
切
っ
て
強
行
採
決
さ

れ
た
「
１
年
単
位
の
変
形

労
働
時
間
制
」
は
、「
繁

忙
期
」
に
１
日
10
時
間
労

働
ま
で
可
能
と
し
、「
閑

散
期
」
と
あ
わ
せ
平
均
で

１
日
当
た
り
８
時
間
に
収

め
る
制
度
で
、「
１
日
８

時
間
労
働
」
の
原
則
を
無

き
も
の
と
す
る
重
大
な
労

答
弁　

変
形
労
働
時
間
制

導
入
は
、
地
方
公
共
団
体

の
判
断
に
よ
っ
て
選
択
的

に
導
入
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
令
和
３
年
４
月
１
日

か
ら
の
施
行
と
な
っ
て
い

る
。
教
職
員
の
勤
務
の
状

況
や
学
校
現
場
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
、
実
施
の
可

否
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

県
教
委
が
決
定
し
て
い

る
配
置
人
数
の
教
職
員

が
、
講
師
不
足
に
よ
り
配

置
で
き
て
い
な
い
状
況
が

あ
る
。
町
費
で
教
職
員
を

加
配
す
る
こ
と
は
、
予
算

の
問
題
だ
け
で
な
く
、
講

師
の
人
材
が
い
な
い
と
い

う
現
実
が
あ
り
非
常
に
難

し
い
。

行
の
４
方
式
が
望
ま
し
い

と
の
答
申
を
受
け
、
国
保

税
条
例
を
改
正
し
た
。

　

子
ど
も
均
等
割
減
免
を

含
め
、
国
保
税
の
算
定
方

式
等
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
国
、
県
、
他
市
町

の
動
向
を
注
視
し
、
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
で

議
論
し
て
い
き
た
い
。

教
職
員
の
変
形
労
働
時
間
制
は
導
入
す
べ
き
で
な
い

国
保
税
の
資
産
割
の
廃
止
を

町
「
実
施
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
」

町
「
こ
こ
数
年
は
現
状
で
い
く
」

質
問　

国
保
の
加
入
世
帯

主
は
非
正
規
雇
用
の
労
働

者
や
年
金
生
活
の
高
齢
者

が
大
半
で
、
高
い
保
険
料

が
大
き
な
負
担
だ
。

　

国
保
税
算
定
の
４
方
式

の
う
ち
、
資
産
割
は
利
益

を
生
ま
な
い
居
住
用
等
の

資
産
に
も
課
税
さ
れ
、
し

か
も
固
定
資
産
税
と
の
二

重
課
税
の
批
判
が
あ
る
。

資
産
割
を
廃
止
し
て
負
担

を
軽
減
す
べ
き
だ
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
数
が

多
い
ほ
ど
税
が
高
く
な
る

均
等
割
の
減
免
の
検
討
は
。

答
弁　

平
成
30
年
度
の
国

保
広
域
化
の
際
、
国
保
運

営
協
議
会
で
議
論
し
、
現

学童保育の様子
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照下　海李
てるした かい り

議員
（苗羽）

答弁　島にはどこにも負けないきれいな景色が
あり、橋がかかると魅力は半分になってしま
う。小豆島の魅力を高めながら海上交通を守っ
ていくことが何より大切である。

質問　小豆島と高松や周り
の島の間に橋をかけること
ができれば、自由に移動が
でき、瀬戸内の島と高松が
つながりやすくなると思う
がどうか。

照下　千景
てるした ち かげ

議員
（苗羽）

答弁　寒霞渓、オリーブ公園など、島の魅力あ
る写真について、SNSでの情報発信を行ってい
る。移住対策として空き家バンクの実施や移住
体験施設等を運営している。

質問　ＳＮＳ等に投稿した
くなる観光スポットを作る
と、小豆島に住みたいと思
う人も増えるのではない
か。人口増加、維持の施策
はあるのか。

田邊　知樹
た なべ とも き

議員
（苗羽）

答弁　農業や生活環境に被害を及ぼすため、や
むなく駆除をしている。年間約3000頭も捕獲し
ており、動物園は非常に難しい。人里に寄せ付
けない環境を作ることが共存方法だと思う。

質問　野生動物が農作物を
荒らしたりするが、大切な
命であり殺すのはよくない
と思う。動物園を作ると共
存が可能だと考えたがどう
か。

睦　　帆稀
むつ ほ まれ

議員
（池田）

答弁　自転車を利用した観光客が増えていると認
識しており、環境を整えるためには道路整備は欠
かせない。用地の買収など、道路事業には長い年
月がかかり、簡単ではないが、努力していきたい。

質問　サイクリング客を含
めた観光客が多いが、道幅
が狭く、危険な場所があ
る。安全のために道路を整
備していただきたいが計画
はあるのか。

安井　巴南
やす い は　 な

議員
（池田）

答弁　廃ホテルなどの大規模な建物については
撤去が進んではいない。所有者に代わって解体
することもできるが、解体費用の点から、慎重
に考えていくことが必要である。

質問　廃業となったホテル
がいくつかあり、ガラスが
割れたりするなど、印象が
悪くなってしまうのでは。
景観維持対策の計画はある
のか。

山本　崇太
やまもと そう た

議員
（池田）

答弁　秋祭りを含めた伝統文化を引き継いでい
くための計画を策定している。また、「オシコ
ミ」等は無形民俗文化財に指定し補助を行って
応援している。

質問　太鼓のかき手が少な
く、乗り子を探すのに苦労
している地区もあると聞い
ている。このままでは太鼓
祭りそのものがなくなって
しまうのではないか。

苗羽・池田小学校の
小学生議員の皆さん

町内４小学校による

小学生議会
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宮下　晴渡
みやした はる と たかはし ゆ　な

議員
（安田）

安田・星城小学校の
小学生議員の皆さん

答弁　施設を今すぐ作るのは難しいが、検討し
たい。リーダーを育成し、自主的に健康づくり
を行う人を増やすこと、安心して利用できる病
院を守ることを重点的に取り組んでいく。

質問　自然を生かしたアス
レチック施設を整備しては
どうか。また、町民が健康
に過ごせるための計画はあ
るのか。

髙橋　佑奈 議員
（安田）

答弁　観光施設からホテルまで配送するサービ
スはないが、「小豆島手ぶら観光サービス」事業
として、荷物を土庄港からホテルまでと、ホテ
ルから土庄港まで運ぶサービスを行っている。

質問　外国人観光客が気軽
に来られ、島民も快適にバ
スなどを利用できるよう
に、大型荷物の預かり、配
送サービスを実施してはど
うか。

速見友梨花
はや み ゆ り か

議員
（安田）

答弁　小豆島中央病院や老人ホームなど、環境
面は整備できた。課題は医療、介護の人材不足
であり、奨学金制度を設けているので、将来の
島を担う人になってもらいたい。

質問　高齢者が最期まで自
宅にいて、安心して元気に
過ごせるため、島の看護・
介護の在り方についてどう
考えているのか。

石床　茉琳
いしとこ ま りん

議員
（星城）

答弁　葉のエキスを使用したフェイスマスクが
販売されており、好評だと聞いている。オイル
を使った化粧品はいろいろ開発されており、こ
れからもオリーブに関心を持ってほしい。

質問　オリーブ商品が増え
れば島が元気になると思
う。オリーブオイルを使っ
たフェイスパックを開発す
れば売れると思うがどうか。

村角　綾乃
むらずみ あや の

議員
（星城）

答弁　素麺だけのイベントはないが、小豆島の
食材全体で、「島めし」としてイベント開催予
定である。展示商談会の出店補助を行うなど、
情報発信して活性化につなげたい。

質問　素麺や島で作られた
食材を利用した「素麺フェ
スティバル」を開いてはど
うか。また、素麺を生かし
た島の活性化をどう考えて
いるのか。

濵本琉綺夜
はまもと る き や

議員
（星城）

答弁　ショッピングモールにすると賑やかにな
るかもしれない。町として、安田バス停の集
約、駐輪場・待合所の整備等を考えている。町
の活性化につながるように活用したい。

質問　旧内海庁舎跡地につ
いて、活用方法は。洋服
店、飲食店、ゲームセンタ
ーなどが集まったショッピ
ングモールを作ってみては
どうか。

　２月４日に４小学校の代表者12人が小学生議会
に参加しました。前半は安田・星城小学校の児童
が、後半は苗羽・池田小学校の児童が小学生議員
となり、町に対して、子どもの視点からみた町づ
くりに対する質問を行いました。
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3　月 2　月 1　月

香
川
県
広
報
発
行
町
議
会

連
絡
協
議
会
研
修
会

　
１
月
20
日
、
香
川
県
広
報
発
行
町

議
会
連
絡
協
議
会
が
主
催
す
る
研
修

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
の
先
進
的
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
福
岡
県
大
刀
洗
町
議

会
広
報
委
員
会
の
平
山
委
員
長
よ

り
、
「
議
会
活
性
化
と
連
動
し
た
紙

面
づ
く
り
」
と
題
し
た
ご
講
演
を
い

た
だ
き
、
住
民
へ
の
活
動
周
知
と
連

動
し
た
広
報
作
成
方
法
に
つ
い
て
、

学
習
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
審

査
員
の
芳
野
先
生
よ
り
、
広
報
の
意

義
に
つ
い
て
と
各
町
の
広
報
紙
に
つ

い
て
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
員
協
議
会

水
道
事
業
の
説
明

　
香
川
県
広
域
水
道
企
業
団
小
豆
島

事
務
所
か
ら
令
和
２
年
度
事
業
の
報

告
を
受
け
る
べ
く
３
月
18
日
、
全
員

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
新
年
度
か
ら
開
設
す
る
小
豆
ブ

ロ
ッ
ク
統
括
セ
ン
タ
ー
の
概
要
や
主

要
工
事
、
維
持
管
理
体
制
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
主
な
変
更
点
と
し
て
は
、

水
道
使
用
料
を
２
カ
月
分
ま
と
め
て

奇
数
月
に
徴
収
す
る
こ
と
や
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払
い
が
可
能

に
な
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
で
臨
時
休
校
、
イ
ベ

ン
ト
等
中
止
が
続
く
中
、

３
月
議
会
を
無
事
故
で
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
編
集
委
員
会
で
は
、
い

か
に
す
れ
ば
多
く
の
方
々

に
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で

い
た
だ
け
る
か
議
論
を
重

ね
、
今
号
の
表
紙
の
写
真

は
フ
ォ
ト
集
団
「
オ
リ
ー

ブ
」
の
方
に
提
供
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

裏
表
紙
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

　
今
後
も
皆
さ
ま
方
の
知

り
た
い
情
報
の
収
集
・
発

信
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
こ
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
が
一
日
も
早
く
終
息
す

る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　
柴
田
初
子
記

編
集
後
記

議
会
日
誌

議
会
日
誌

１
月
〜
３
月
ま
で
の
主
な

議
会
活
動
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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本紙に対する
お問い合わせは

５
日
　
消
防
出
初
式

12
日
　
成
人
式

14
日
　
広
報
編
集
特
別
委
員
会

16
日
　
広
報
編
集
特
別
委
員
会

20
日
　
香
川
県
広
報
発
行
町
議
会
連
絡
協
議

　
　
　
会
研
修
会

27
日
　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

31
日
　
緊
急
交
通
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

17
日
　
小
豆
郡
町
議
会
議
長
会

20
日
　
全
員
協
議
会

21
日
　
香
川
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

　
　
　
香
川
県
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長

　
　
　
会
定
期
総
会

26
日
　
議
会
運
営
委
員
会

４
日
　
本
会
議
１
日
目

６
日
　
総
務
建
設
・
教
育
民
生
連
合
審
査
会

９
日
　
総
務
建
設
・
教
育
民
生
連
合
審
査
会

10
日
　
総
務
建
設
・
教
育
民
生
連
合
審
査
会

　
　
　
総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

11
日
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

17
日
　
本
会
議
２
日
目

　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

18
日
　
本
会
議
３
日
目

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
広
報
編
集
特
別
委
員
会

26
日
　
全
員
協
議
会


